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［概要］ 

近年、社会で自動運転に関する研究開発競争が激化しており、車載用周辺監視センサの高性能

化が期待されている。ミリ波と比較して解像度の高いレーザレーダが注目されてきており、われ

われはこれまでレーザレーダの小型化高性能化に取り組んできた。[1]光集積回路を応用してレー

ザレーダを小型軽量化する研究を行っている。レーザレーダの光集積化に有効な全固体光スキャ

ンを光集積回路によって実現したので報告する。 

［デバイス構成］ 

全固体装置は図 1 のように光マルチプレクサと回折格子アレイを実装した光集積回路チップと

結像レンズから構成される。スポットサイズ変換器を介して光を入力し、光マルチプレクサによ

って回折格子に供給される光をスイッチングしてチップ上の発光点を空間的に切り替え、結像レ

ンズを介して空間への光の放射方向を変えるものである。 

光マルチプレクサはリング共振器アレイによって構成した。焦点距離 3 ㎜の結像レンズを使用

した。回折格子アレイのピッチは 16μm で回折格子は 20 個である。走査角は±3 度、分解能は

0.3 度と予想される。 

［結果］ 

リング共振器型光スイッチの平均駆動電力は 30mW であった。駆動は 20 チャンネルの DA コン

バータによって行った。図 2 のように設計通り±3 度の画角で光走査をすることに成功した。 
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図 1 試作した全固体スキャナの構成 図 2 スキャンの遠視野像 
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